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2/7(金)、来年度４月 現在、昼休みの時間
に新しく１年生になる を活用して、体育館で
年長さんたちをお迎え 各学年別にドッチボー
して、体験入学を行い ル大会が行われていま
ました。 す。
まず、麓小学校につ 準備や進行のお世話

いて簡単な説明を聞 をしてくれているの
き、その後３つのグル は、体育委員会の子供
ープに分かれて、１・ たち。限られた時間の中で、審判もしながらテキ
２年生の授業風景や理 パキと運営する姿は、さすが上級生だなと感じさ
科室、図工室などの特 せられます。
別教室の見学をしまし おかげで、どの学年も楽しく健康的な時間を過
た。見学が終わると、 ごし、友達と親睦を深める姿がたくさん見られま
今度は１年生と一緒に す。今週は２・３・４年生、来週は１・５・６年
体育館でクイズやレク 生が実施する計画です。
リエーションなどをし
て楽しい時間を過ごし

ました。最後には、１年生が育てて採れた「アサガ 2/10(月)、第４回目
オの種」のプレゼントがありました。この体験を通 の地区児童会がありま
して、園児みんなが「早く学校に入学したいな」と した。主な目的は
いう気持ちを大きく膨らませてくれたらたいへん嬉 来年度の新登校班を編
しく思います。 成することで、特に新

しい１年生がどの班に
入るかの確認や人数調

ご存知の方も多いと 整を行いました。
思いますが、鳥栖市内 地区ごとに検討した新登校班の名簿は、お子様
の全小中学校では、平 が各家庭に１部持ち帰っていますので、ご確認く
成27年度から、日本の ださい。もしも、再度検討の必要などが生じた際
言語や文化に親しむこ には、学校にご連絡ください。
とにより、日本人とし
ての教養を身に付け、
新たな創造へとつない 2/10(月)には、三神
でいく態度を育てるこ 地区小中学校音楽部会
とを目的として、教科「日本語」という授業が行わ の授業研究会が、本校
れています。その学習内容は日本の言語に関するこ の３年１組で行われま
とをはじめ、伝統文化や礼儀作法など多岐にわたっ した。学習内容は「フ
ており、子供たちの「知りたい」「伝えたい」とい ァランドール」という
う興味関心をそそるようなものが満載です。 鑑賞曲を聴いて、曲の
先日は、５年１組で「落語」の発表会が行われて 面白さを感じ取ってい

いました。子供たちは、５～６人のグループに分か くというものでした。子供たちは、三神地区のた
れて、声の大きさや体の向き、表情、動作などを工 くさんの音楽担当の先生方に囲まれ、緊張しなが
夫しながら、それぞれ個性豊かに「まんじゅう怖 らも一生懸命に曲を聴き、グループで話し合いな
い」や「えんぎかつぎ」といった演目を発表してく がら、曲の特徴をワークシートにまとめることが
れました。中には、このまま落語家を目指してもい できていました。
いのではと思うほど堂に入った話し方をする子もいて

感心させられました。
一人一人が、楽しみ 今週から校長室で６年生

ながら日本の言語や文 との会食を始めました。食
化にふれ、主体的に学 事をしながら小学校の思
び、活動している姿を い出などをたくさん聞か
見て、改めてこの教科 せてもらっています。卒
の魅力を感じたところ 業に向けての思い出の一
でした。 つになれば嬉しいです。

新１年生体験入学 「ドッチボール大会」開催中

校長室での会食スタート

教科「日本語」はおもしろい！
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地区児童会がありました

三神地区音楽部会 授業研究会

２年生 算数の授業の見学

１年生と「ジャンケン列車」

和やかな発表会でした

演目「えんぎかつぎ」

みんなで一緒に考えました

曲をよく聞いて考えました

最初のグループでした

たくさんの参加で大賑わい


